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学期の始まりや終わりの式や集会では，毎回，生徒会の代表が一人ずつ，学校生活の中で

大切にしていきたいことや感じていること，意気込みなどを原稿用紙 1枚程度にまとめて，

発表しています。私は，毎回，この時間をとても楽しみにしています。1 学期終業式と今日の

始業式で発表してくれた 2人のメッセージを紹介します。 

 

 

裏面に続く☞ 

 例年より短い夏休みでしたが，夏休み中の学習相談日を利用して，苦手な教科の課題に取り組んでいる

様子や，課題提出日に自分で作ったポスターを抱えながら笑顔で登校する姿を見て，２学期に向けた準備

が順調にできていることを感じ，うれしく思ったと同時に安心しました。また，３年生を中心に備南東地

区大会が開催されました。今回の地区大会の開催については，開催の有無も含め，事前に何度もいろいろ

な方々が話し合いを重ねた上で，感染症対策，熱中症対策など万全を期して行われました。感染症や熱中

症のリスクを鑑みて，剣道や水泳など開催を断念せざるを得なかった部活動もありました。この大会に出

場できた３年生にとっては，出場できなかった部活動の人の分まで頑張ったことと思います。３年間の部

活動で養われた忍耐力や協調性，思いやりなど，部活動を通して自分が身につけた『目に見えないけれど

大切な力』を今後の生活で生かしていくことを期待しています。今日から２学期が始まりました。心が晴

れないニュースが多い中ですが，こんな時だからこそ地域の方々とも協力し合えるチャンスと捉え，前向

きな意見や知恵を出し合って，新しい方法を見出していけるのではないかと思います。“チーム郷内”で ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつもより短い夏休みとなりましたが，充実した休みになったでしょうか。1学期はコロナウイルス

の影響で，思っていたような学校生活が送れなかった人もいたのではないでしょうか。2学期はみなさ

んにとって，よりよい学校生活が送れればよいですね。そのためには，1学期同様，手洗いや消毒，フ

ィジカルディスタンスを保つなど健康に気をつけて生活しましょう。今年も体育会があります。1年生

は，初めての体育会ですね。わからないこともあると思います。その時は先輩を頼ってください。そし

て 3 年生にとっては，中学校生活最後の体育会です。思い出に残るよう，全力で競技に取り組みまし

ょう。  （O.K） 

 

 みなさん，今年度の 1学期はどうだったでしょうか。4月５月は新型コロナウイルス感染拡

大防止のための外出自粛により，毎日学校に行くことができませんでした。今までに当たり前

だと思っていたことができなくなり，僕は，「学校に通い，友だちと一緒に勉強できる」とい

うことが，幸せなことだったのだと気づかされました。皆さんはどうだったでしょうか。人そ

れぞれ感じることは異なると思いますが，「日常とは違う」ということを誰もが実感したこと

でしょう。また，毎日学校に行くようになると，普段の学校生活を取り戻すのに少し時間がか

かって大変だったと思います。しかし，久しぶりに友だちと直接会って話すことができ，僕は

うれしさもありました。これ以上，コロナウイルスの感染が拡大せず，無事 2学期が始まって

ほしいです。また，いつもより短い夏休みとなりますが，計画を立てたり，目標を決めたりと

工夫し，充実した夏休みを過ごしましょう。 （K.Y） 



 

 

  朝夕は少しずつ暑さが和らいできましたが，それでも少し体を動かすと汗が出ますし，日中はまだ

まだ気温も高く，熱中症に気をつけなければならない日が続きます。２学期も引き続き，水筒の中にた

っぷり入れて持たせてください。また，本日，「新型コロナウイルス感染症対策に関するお願い」を配

布しました。ご一読いただき，ご協力をお願いいたします。 

 

 さて，２学期の行事についてですが，体育会は，感染症と熱中症対策から，競技内容も縮小し，無観

客で開催することにしました。改めてお知らせいたします。また，現在のところ，特定の日に行う参観

日を設けず，適宜，授業や生活の様子を見ていただくように学校公開の週を設定することを検討してお

ります。これについても，別途詳細をお知らせいたします。 

 

 一堂に会する行事を行うことは難しいですが，子どもたちの様子を見ていただく機会をとりたいと考

え，朝の時間に行う「あいさつ運動」を９月２日（火）から２年 A組から再開することにしました。お

忙しいとは存じますが，無理のない範囲でご協力をお願いいたします。 

２学期には，自粛に疲れた生徒たちが，自分たちの方から，「こんなことがやりたいので，考えさせ

てください。」という声を出し，学校や地域の活性化を図っていくことを大いに期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

         

 

  

 


